
神奈川県水産技術センター漁海況情報 

台風によってかき混ぜられたため、底層の溶存酸素量が回復したと考えられます。 

また、表層と底層の水温差が小さくなっています。 

神奈川県水産技術センター 

                  2018/10/02 
                  

漁業調査指導船江の島丸により調査を実施しました｡ 

○水温は、表層で 22℃台、底層では 14～22℃台です｡ 
○塩分は、表層で 22～31 台、底層では 31～34 台です｡ 
○底層の溶存酸素濃度は前回の調査時よりも高い水準であり、貧酸素

水塊（≦2.5ml/L）は見られませんでした。 

○流木や漂流ごみが多く見られました。操業の際はご注意ください。  

 

 

底層の溶存酸素量(ml/L) 

 
発行 神奈川県水産技術センター 

     企画資源部 海洋資源担当 
   電話 046(882)2313   



神奈川県水産技術センター漁海況情報 

赤い線は貧酸素水塊の境界を、白い点は今回の調査の観測点を表しています。 

※上記の分布図は調査による観測値から溶存酸素量を推定したものです。 

 

神奈川県水産技術センター 

                  2018/10/02 
                   ～10/03 
                                       

漁業調査指導船江の島丸により調査を実施しました｡ 

○底層の溶存酸素濃度は高い水準であり、貧酸素水塊（≦2.5ml/L）

は見られませんでした。 

 

 

底層の溶存酸素推定分布図 (ml/L) 
 
発行：神奈川県水産技術センター       データ提供：千葉県水産総合研究センター 

企画資源部 海洋資源担当             東京湾漁業研究所 

電話 046(882)2313 
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神奈川県水産技術センター 溶存酸素情報
2018年10月02日の観測結果　浅海定線調査
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